
③ 【
下
水
道
】施
設
の
老
朽
化
対
策

④ 【
下
水
道
】処
理
施
設
の
統
廃
合

　
市
に
は
、
数
多
く
の
下
水
道
の
施
設
が
あ

り
、
設
備
が
全
体
的
に
老
朽
化
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
大
地
震
を
想
定
し
た
耐
震
化
も

急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
設
備
は

特
殊
な
う
え
に
、
処
理
を
継
続
し
な
が
ら
更

新
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

工
事
の
際
に
は
非
常
に
高
額
な
費
用
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
設
備
の
点
検
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
部

品
な
ど
を
交
換
し
、
で
き
る
限
り
の
延
命

化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
に
よ

る
汚
水
量
が
減
少
し
て
い
る
設
備
は
、
設

備
の
縮
小
化
な
ど
を
検
討
し
、
維
持
管
理

費
の
低
減
が
で
き
る
よ
う
に
計
画
的
に
実

施
し
ま
す
。

　
市
町
村
合
併
に
よ
り
処
理
施
設
数
が

50
カ
所
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
処
理
施
設

の
全
て
で
維
持
管
理
や
機
器
更
新
を
行

う
こ
と
は
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
、

経
営
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
隣
接
す
る
地
域
へ
接
続

す
る
バ
イ
パ
ス
管
を
設
置
し
、
処
理
施

設
を
統
廃
合
す
る
こ
と
で
維
持
管
理
や

機
器
更
新
の
経
費
を
削
減
し
て
い
ま

す
。

　
現
在
は
、
処
理
施
設
数
を
50
か
ら
33

に
統
廃
合
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お

り
、
隣
接
処
理
区
へ
の
接
続
費
用
は

47
億
円
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
経
費
削

減
額
は
1
0
0
億
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

多
く
の
施
設
を
維
持

計
画
的
な
事
業
の
実
施

50
カ
所
も
あ
る
施
設

維
持
管
理
費
を
削
減

下
水
道
の
施
設（
R
4
・
4
・
1
現
在
）

処
理
施
設
数

49
施
設

下
水
道
管
延
長

約
7
7
0
㎞

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
数

2
7
6
カ
所

古くなった除塵機の更新

非常用発電機の設置

バイパス管の設置で B処理
施設を廃止して維持管理費
用を削減

A処理施設

バイパス管

B処理施設
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